
 

 

徳島県バレーボール協会中学校専門部 春季４９号

  

ＪＯＣカップ・オリンピック有望選手・大阪府知事賞をいただいて 

富田中学校  西川 吉野 

私がバレーボールと出会ったのは，小学二年生の時でした。そして中学に入

り，全国大会を目指して毎日練習に励みました。しかし，三年の夏に私たちの

全国大会出場という目標は途絶えてしまいました。四国大会までは出場したも

のの，一回戦で敗退しました。私はその時悔しくて，なぜ負けたのか，どこが

悪かったのか，ずっと考えていました。 

そんな時私を大きく変えたのが，全国都道府県対抗中学バレーボール大会で

した。徳島選抜のキャプテンを任され，初めは不安とプレッシャーでいっぱい

でした。しかし，四国大会のように後悔する試合にはしたくなかったので，バ

レーボールに対する意識を変え，練習からストイックに取り組むようにしまし

た。それを教えてくれたのは，中学校の顧問の大野先生でした。私は大野先生

を信じて，約四ヶ月間がんばりました。 

辛かったこと，苦しかったことはたくさんあったけど，徳島選抜の仲間がい

たからがんばれました。ＪＯＣカップをいただけたのも，最高の仲間や熱心に

指導してくださったスタッフの方々，いつも支えてくれた家族がいたからで

す。 

結果は負けてしまったけど，私に悔いは残っていません。意識を変えればよ

りよい結果を残すことができます。実際に，私も意識を変えたことで，全日本

中学選抜に選ばれ，二月末からはオランダで外国の選手と戦ってきます。高さ

やパワーでは負けていますが，テクニックや粘りのバレーでチームに貢献でき

るようにしたいです。 

今までお世話になったみなさん，本当にありがとうございました。これから

も，さらに高い意識で謙虚にがんばります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2017 年 12 月 29 日徳島新聞より 

※ 西川吉野さんは、全日本中学生選抜による海外遠征（オランダ）にも選出

されました。 



 


